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て1.anthionineが この意 味 に於 け る一役割 を演 じてい る とす る事は さほ ど不合理では ない と

考 へ る.他 の一つ は馬蹄 に限つ て蹄 鐵を打込 む諏:は周知 の事 柄であ る この打込操作 に際 して

相 當な熱攣化が馬蹄 蛋 白に與 へ られるのであつてこの攣化 に よつてシステイ ン残基 が他 吸ア ミ

ノ酸淺基 と結合 してLtuithi6nineと な る事 もあ り得 る と考 え られ る..      re

 以上報告を絡るに當 り終始御懇篤な御指導 と御鞭鍵とを賜つた近藤金助先益に謹んで感蒲する次第で

 あ る.

         組 織 蛋 臼 酵 素 の 研 究

          第 ユ報 酸性蛋白酵素の抑制に就て                   ●

              小  野  山  實

 比 較 生理塵 の立場 か ら叉殊 に冬眠 と云 う特殊肌態の代謝 に就いて も知見 を明 らかに したい目

的 で,墓(ヒ キガヘル)臓 譜のProteolysis(蛋 白酵素作 用)に 就 いて研究 に着 算し、先づ墓肝 に

就 いて,其 の酸性酵素 としてPro亡einase, pepとonase及 びcarboxypeptidase作JIJを 明 らか に

し,是 等酵素作用 に封 す る其の促進物質及 び抑制物質の試験 を行 つ7こ.帥 ちcathepsin系 酵

素 の賦 活素 として 知 ら胞 て居 るey・teine,硫 化 水素 に就 いて,又 抑制物質 としてhalogen化

合 物の影 響 に就 いて試 験 した.酵 素液は肝 粥の3倍 容グ リセ リン水 の磨浸 液 を5a`用 い,基 質

液 は調節液 を加 え全容20ecと な る様 に し,其 の濃 度2%(但 しbellzoyldiglアcineは 駈(♪mole)に

な る様作 製 し,此 の中に試 験添加物質 を含 ませた.本 瞼 液 を37"Cに 艀 置 し,2斗 時IM乃 至72時 間

艀 置後の酸値塘加 をFormol滴 定法 に依 り, Yio Na()1 1に て測定 し,肇 ↓照試験 として基 質を

含 まぬ酵素一綾 衡液 を本試験 と同條 件に於 て消化 させ,そ の増加酸値 を劃 照値 として本試験 値

よ り引去つた もの を分解 値 とし之 に依 り得 た結果 を次に掲 げ る.

 1)纂 肝 磨 埣液 は酸性 反慮 では1)H5.0に 於 てgelatine及 びpeptOlle l二封 して最 大水解値 を

示 す事 を確 めた・又benzoyld{glycineも 酸 性反懸 に於 て著明 に水解 し,共 の至 適pllは5,0乃

至5.2に 在 る.                           1

 2)Gela亡ine及 び1)eP亡one水 解 は硫 化水 素附加(飽 和硫化水素 正0%-50%液1ce)に 依 り著 明

に抑 制 され る.Cysteine(0.2molelce)は 著 明に賦活的に作用 す る.

 3)Benzoylcliglアeine水 解 は, chloraform(0β エnole),四 鞭 化炭素(O.25mole),… 堕 化1㍉1与酸

(O.052mole)及 びiodoforrri(0.Ol2inole)に μくり著明に抑制 され,就 中一盤1ヒ酷酸及びiodoforni

の 抑 制作用は張大 であ る.                ・

 Gelatin分 解 に際 して, cliloroform,一 鞭 化瀦酸 は同様の添加 濃度で著明 に抑制作用 を現 す.

然 し此 の抑制作 用は更 にcystkxin((O,2rncJ!e1Cc)を 加 えると,劃 照の溝力IEしな い もの と同 じ酸値

増加 を示 す.Cysteineに 依 り抑 制作 用を除去 され ると云 うこ とは.是 等ha}Qgeu含 有 化合 物
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の 抑 制 作 用 の 内 容 を 窺 知 す る 一 根 披 に な る の で ぱ な い か と思 わ れ る.

 4)亥 に芳 香 族 化合 ∫"のMoぼe11誘 導 膿 の 影 響 を 撹 察 す る爲 にc'hlorobenz(]ne,1・romobe-

nzenも, bromophenol及 びdiio〔10tyrosille lこ就 い て 共 の 作 用 を 槍 べ た Bromobenzene(0.31

mole)及 びbromopheno(0.2%〔1!・)1よ 著 明 に 鳶姪}三酵 素 を 抑 制 す る が, ehlorQbehzenし(031mole)

の 影 響 は 見 ら れ な い.

 5) Diiodotvrosin`(0.032-0256二1101t・)は 酉麦Til酵 素 に 依 るgelt覧tllle水 解 を 薯 「り]にi抑制 す る が

Peptone水 解 の 影 響 は 見 られ な い ・ 是 は 非 常 に特 性 が あ る様 に 考 え ら れ る の で 研 究 を 績 け て い

る.濾 性 酵 素 に 依 るPuptone水 解1よ こ の 程 度 の 添 加 濃 度 で は 殆 ど 影 響 が な い 様 に 思 わ れ る.

          分子論 に於 けろ群論 的方法

              鳴  海     元

 量 子 力學 に於 け る群論 的 方法 ば,到 矛1醐題の考察 を本 質的 に一般 化 し,複 轍な る形象 の蓮動

學的性質 を統 一的 に演繹 出來 るこ とは周加の如 くで あ るが 、吾 々1よ斯 る方法 に基 き,量 子力學

的系 に於 け る同種 個罷 の共鳴現象に關 し,就 中分子系 に特有 な る問題 として,等 核 の置按縮退

を含む形象の解 祈を試 みたい と瓜 う.

 系 のII[uniltonianを 不攣 な らしめる繕 敗憂換の集合 は,そ の系 の聖拓荏性 を規定 す る,群 を

梅成 する,就 中同種 固定核 の空聞劃欝に注臼すれば,そ れ らの等核 の置換 に封慮 して,三 款元

の全廻榑鏡 映群の部分群,所 謂 分子の廻轄群⑤,が 生成 す るσ)か くして分子系の 量子 化 に基 く

全 準位には,斯 る⑤の既約表示 が陣属 し、 その表示 の種類 に よつて各準位の縮退 度,並 び に之

に腸 する波動 画数の攣換性が得 られ る.

 そ こで分子 系の全 朕態 を記述す る囮有爵[数は,解 の近似如 何 に拘 らす,核 座標 の交 換 に封 し

て,そ の核 スピンの 整 敗なるか'1≧奇 数なるか に 從 つ て 封 構 的(Bose統 計)或 いは反封栴的

(Fermi統 計)で なければ な らぬ こ とが要誘 される('])所が この系のS・hl・(S、lingrer力程 式の 固有

値問題 は,近 似的 に電 子座標 と核座標 とを分離 し('),吏 に後者は 第 零次 近似 として泌 進,振 動

廻榑 に關 す る項 と,核 の スピンに關 する項 とに夫 々分 雛 して解 き得 るか ら,全 状態 は これ らの

各 々の解の直積 として與 えられ る・從 つて これ らの解の中で上記の要請 を浦足 す る歌 態 を決 定

す るためには,そ の各 々の固有画 敗を基 底 として,群(3に よつて誘 起 され る各 々の表示 の直積

か ら得 られ る積 表示 を⑤の既約 表示 に簡約 して,1;リ メe粒 子 に封 しては恒等表示:ム1或 い は

uX .1 g(4)(後者 は第2種 廻1[玩 素 を含 む群 に就 て得 られ る), Fq・ml粒 子 に封 して は反∫蝋 表示:

   A2(⑤=C:。Td), A 2。((当=1)3,), A'(⑤ cr p。。。)

   ."s L・u(G =()),BメG=(ヨ2v)
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